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１．入出港業務の改善について 

区分 概要 備考 

１．個別検討事項 入出港業務の改善 

２．現行仕様 ・入出港関連手続きは現行システムによりシングルウィンドウ化された。 
・入港前統一申請業務により、税関、入国管理局、検疫所、港長、港湾管理

者、地方運輸局、海上保安官署、海上交通センター宛の各種手続きを行う
ことが可能である。 

・入港前統一申請業務には利用者の使用方法を考慮して次の２種類の業務を
提供している。 

 （a）VPX業務等（A業務）：事前に登録された船舶運航情報等を元に申
請を行う業務 

 （b）VPT業務等（B業務）：事前情報を利用せずに申請を行う業務 

３．見直しの経緯 
（利用者の要望等） 

・各種官手続きのシングルウィンドウ化の目的は達成された。一方で、入出
港関連業務について、民間利用者からのプログラム変更要望があることか
ら、民間利用者の利便性向上を図り、もって入出港手続きの更なる電子化
の促進を図る。 

４．次期仕様 ①NACCSのシングルウィンドウ業務として、従来通り、A業務、B業務の
２種類を用意する。また、A業務で登録した事前情報をＢ業務で呼出し可
能とする等、情報連携の改善により利便性向上を図る。 

②Web業務化することにより、入力のインターフェースを改善する。 
③各申請手続きの入出力項目の整理を行う。 
④その他所要の改善を行う。 

５．その他 

入出港関連手続業務について、以下のとおり改善を行う。 
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２．入出港業務の課題について（１） 
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 NACCS側で登録した乗組員情報のうち、一部の情報について、乗員上陸許可支援システム側の業務で呼び出すことができない。 
 

 入港前統一申請と乗員上陸許可申請の乗組員情報は、ほぼ同じ内容にもかかわらず、別々の業務となっている。 

（１）乗員上陸許可支援システムとの連携 

課題 ① 

課題 ① 

 
 乗員上陸許可支援システムの申請業務機能について、NACCSとの情報連携の強化を検討する。 

課題 ① 乗員上陸許可支援システムとの連携について 

 
 

 官側の出力帳票や照会結果画面における項目と、民側の入力画面等における項目の並びや名称が官と民で異なり、問い合わせ時に困る。 
 
 手続毎の入力項目（任意、必須）が分かりにくい。 

（２）申請項目、出力情報等の見直し 

課題 ② 
課題 ③ 

 
 官民での出力帳票・照会結果画面の統一化を検討する。 

課題 ② 官民の出力情報の違いについて 

 
 入出力項目を再精査し、項目の統一化を検討する。 
 ＶＰＸ業務において、各省庁宛ての申請内容を事前に確認できる業務の新設を検討する。（後述の「４．手続き毎の申請内容の確認業務の新設

について」を参照。） 

課題 ③ 入出力項目の分かりにくさについて 



３．入出港業務の課題について（２） 
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 寄港順序が途中で変更となった場合に港の入れ替えが大変。 

 
 港湾EDIは５航海分の運航情報をシステムに登録できたが、NACCSでは同時期に１航海分しか登録できない。そのため、前航海の運航情報を利

用した手続きが完結するまで、同一船舶の運航情報の登録（「船舶運航情報登録（VTX01）」業務を処理区分「訂正」で実施）を行うことがで
きない。（結果、次航海に係る手続きをA業務（「入港前統一申請A（VPX）」等）を利用して行うことができない。） 

 
 柔軟なタイミングで手続きを行いたい場合等、入港前統一申請業務以下の手続きをB業務で実施する場合の入力負荷の軽減のため「事前情報登録

（VTX01～04）」業務で登録した情報を、「入港前統一申請B（VPT）」業務からも呼び出せるようにしてほしい。 

（３）入港前統一申請業務の見直し 

課題 ④ 

課題 ⑤ 

課題 ⑥ 

 
 寄港順序の入れ替えを容易にするよう検討する。 

課題 ④ 寄港順序の入れ替えについて 

 
 運航情報について、複数航海分の登録を可能とするよう検討する。（後述の「５．運航情報に係る改善」を参照。） 

 

課題 ⑤ 運航情報の登録数について 

 
 事前登録情報を含め、業務間での情報の利活用を容易にするよう検討する。（後述の「６．業務間での情報の利活用について」を参照。） 

課題 ⑥ 事前登録情報について 



４．手続き毎の申請内容の確認業務の新設について 
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「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務において、事前に各省庁宛ての申請内容がわからない。 

 

現状 

 入力した内容から、手続き毎の申請内容を確認可能な呼出し業務（ＶＰＸ１１業務）
を新設する。 

ＶＰＸ１１ 

VPX業務と同様の
内容を入力し送信 

・・・・ 入港通報 検疫通報 ・・・・ 事前通報 

タブ毎に各申
請内容を出力 

ＶＰＸ１１呼出し結果 

※画面イメージは、便宜上、現港湾サブシステムのWeb画面を
貼り付けているため、実際の画面とは異なる。 



後続業務に
影響あり 

× 

５．運航情報に係る改善 

5 

 
システムで管理できる運航情報が、１船に対して１航海分のみである。 
前航海分の運航情報を使用中に次航海分の入港前手続きを実施したい場合、「船舶運航情報登録

（VTX01）」業務で運航情報を登録できないことから、A業務（V●X業務）は利用できない。 

現状 

１船に対して、航海番号単位等により複数の運航情報の登録を可能とし、前航海分の運航情報が
A業務で使用中であっても、次航海分の入港前手続きをA業務で実施できるよう検討する。 

改善（案） 

運航情報① 

入港 
▲ 

出港 
▲ 

運航情報② 

VTX01業務で 
運航情報②を登録 

期間
重複 

出港 
▲ 

入港前申請の 
提出タイミング 

▲ 

入港 
▲ 

VTX01業務で 
運航情報①を登録 

前航海分の運航情報を使用中は、
次航海分の運航情報をVTX01
業務で登録できない。 

入港前申請の 
提出タイミング 

▲ 

システム上運航情報を複数保持できないため、
運行情報①を「上書き訂正」することとなる。 

「出港届等（VOX）」業務実施の際、 
運行情報から補完される情報が不適切。 



６-１．業務間での情報の利活用を容易にする（１） 
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 船舶基本情報の登録以降、入港前統一申請～入港届等～出港届等まで、A業務（V●X業務）で

登録した情報については、B業務（V●T業務）で呼び出すことができない。 
 VPX業務、VIX業務、VOX業務について呼出し業務がない。 
 B業務で出港届を提出時に、入港届の情報を呼び出せない。 

現状 

入港前 入港 出港 

船
会
社
・
船
舶
代
理
店 

                           
                                                             
                    
                                                                
                                                                
 
                                                                   
 
 
 
 
 
 
                                   

船舶基本情報登録 
ＶＢＸ 

入港届等               
ＶＩＸ 

出港届等 
ＶＯＸ 

船舶運航情報登録 等  
ＶＴＸ０１～０4 

とん税等納付申告 
ＴＰＣ 

入港前統一申請 
ＶＰＸ 

入港前統一申請Ｂ 
ＶＰＴ 

入港届等Ｂ               
ＶＩＴ 

出港届等Ｂ 
ＶＯＴ 

運航情報登録等をしない場合 

入港届等Ｂ呼出し 
ＶＩＴ１１ 

出港届等Ｂ呼出し 
ＶＯＴ１１ 

以下の呼び出しが可能。 
 入港前統一申請情報Ｂ 

入港前統一申請Ｂ 
呼出し 

ＶＰＴ１１ 

以下の呼び出し
が可能。 
 船舶基本情報 

以下の呼び出しが可能。 
 船舶基本情報 
 入港前統一申請情報Ｂ 

【凡例】 

A業務 

B業務 

共通業務 

【問題②】 
A業務のVPX業務、VIX業
務、VOX業務に呼び出し
機能がない。 

【問題①】 
A業務で登録した船舶運航
情報等はB業務で呼び出せ
ない。 

【問題③】 
入港届等B情報の呼
び出し機能がない。 



入港前 入港 出港 

船
会
社
・
船
舶
代
理
店 

                           
                                                             
                    
                                                                
                                                                
 
                                                                   
 
 
 
 
 
 
                                   

【改善案②】 
VPX業務、VIX業務、
VOX業務に先立ち、事
前に登録した情報を呼び
出し可能な業務を追加す
る。 

６-２．業務間での情報の利活用を容易にする（２） 
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 VPT業務（B業務）の実施に先立ち、VTX01～04業務（A業務）で登録した事前登録情報の
呼び出しを可能とする業務を新規に追加する。 

 VPX業務、VIX業務、VOX業務の実施に先立ち、事前に登録した情報の呼び出しを可能とする
業務を新規に追加する。 

 VOT11業務で、入港届B情報の呼び出しを可能とする。 
 上記以外にも、各業務間の情報連携について改善を図るよう検討する。 

改善（案） 

船舶基本情報登録 
ＶＢＸ 

出港届等 
ＶＯＸ 

船舶運航情報登録 等  
ＶＴＸ０１～０4 

とん税等納付申告 
ＴＰＣ 

入港前統一申請 
ＶＰＸ 

入港前統一申請Ｂ 
ＶＰＴ 

入港届等Ｂ               
ＶＩＴ 

出港届等Ｂ 
ＶＯＴ 

運航情報登録等をしない場合 

入港届等Ｂ呼出し 
ＶＩＴ１１ 

出港届等Ｂ呼出し 
ＶＯＴ１１ 

以下の呼び出しが可能。 
 入港前統一申請情報Ｂ 

入港前統一申請Ｂ 
呼出し 

ＶＰＴ１１ 

以下の呼び出しが可能。 
 船舶基本情報 

以下の呼び出しが可能。 
 船舶基本情報 
 入港前統一申請情報Ｂ 

【凡例】 

A業務 

B業務 

共通業務 

入港前統一申請Ｂ 
呼出し 

ＶＰＴ１２ 

【改善案①】 
VPT業務に先立ち、
VTX01～04業務で登
録した事前登録情報を呼
び出し可能な業務を追加
する。 

【改善案③】 
VOT11業務で、
入港届B情報を呼
び出し可能とする。 

入港前統一申請呼出し 
ＶＰＸ１１ 

出港届等呼出し 
ＶＯＸ１１ 

入港届等呼出し               
ＶＩＸ１１ 

入港届等               
ＶＩＸ 
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